
ブ丁去、秋まき／〕潔束の収量につし＼て  

腐 肉 正蒼 清 水 明 夜  

■ l二；   さ‥、  

着発悶の緑麟として小穀棄が一般的f二利褐せられているがその収量臣知  

り、同年栽培の質料ヒするo   

j，方  法  

（／）耕ノ瞳鹿要  

沓療はグ日／E、／∂月ユ日、／∂月 ノg唱のタ区にして番相、隆吋  

JクC仇J∫C頑モ塵取ヒして歴把／β礼法クヱ♂♂ク片倉、歳費、過  

忘各／タ、∫〝gを衆粛し、除塵栽土ばグ目∴～／ク河一打ヨゲ匡行った。  

1 蒸應畳は／β見当り㌔、占戚を使関した。   

（2）調査方法  

夕日／8恩廣区は者考后ユ♂日日より（／クたF4日）∫副聞阿てg回  

刈．取乞行ないヱ番刈底オ／回刈取后∠占甘．巨（／J甘／∂白）より／今  

画行い、ゴ番坤ま㌣ヱ回刈取後／スエ百より巫回行った。硝取面屠は／  

回ゲイ犯ユ 下ある○  

／ク目上日膚産区は菟穿后アユ巨自より（／ヱ招 ′√白）ユ∫回刈取  

を行った。ヱ沓刈は／番刈宿／／∫日日（ゲ頁グロ）より√回行った0  

／∂貝／夕日認感区ば発芽后／ス占百官より〔ヱ官ユ7日）よク刈或  

9回行った。刈取面膚はず呼㌔やあって収登申の棄報′ヒ基部とぉ褒章宏  

計重した。窒廉の大い三は収琶中農も多し＼と思われるもの豪判定した。   

（3）発育の渡泥  

9日／甘穏薙は発芽育台風により発芽が遅れ／・ヱ日中旬以筒の覿濃が  

1 激Lく鯛が阻曹された。埼に／ク沼′β 
った○   

、き 1、： 呵3   

（／）収 量（デ官ノ8）番塵）  

（イ）′番刈の灰畳（賢帝ク碍7首発芽戴問え7日間～‘スロ間夕威）  

－／終－   



刈双巧甘  金収監  葉星  

j、∫え芦   
，／♂、9  ふょ印  よ＆㌢ク  ′搾C  gタ∂  ′ク♂  J汐  J♂  ／．之  ／ク／  ／′ク  ク√  ／g〃   

／β．／＃  Aクク∂  J厨クβ  J．ヱ％  人ククク  ／クク  ゲg  宰ク  ／ヱ  ／＿ヱ／  ／ク♂  ／．Z／  ヱ∠／   

／∂、／グ  ／∂、gク∂  京ダ♂β  《重犯  ノ．ククク  ／クク  ダ／  ＃／  ／ク  ／ムタ  ／j率  ／占占  享＃．Z   

／∂、ユダ  ′ク、タクク  ’タ．βクβ  、仁7∂ク  人タクク  ／クク  郎－  ∫ブ  ／．Z  ／∠∫  ／∠汐  ユ／∫  j片倉   

／ク、ユ9  ／戎夕β∂  4葺ク∂  《ブ♂ク  ′、7（）ク  ／クク  災～  揖  ／る  ノ」汁  ノ仁乙～  ／乙～  タク占   

／／、夕  ／♂、デクク  4fクク  ≠、㌻∂♂  人ヂク∂  ／∂β  ∠㌢／  女／  ／タ  ／ム～  〟ク  ′クク  ≠ノ∂   

卓十  
平均  

／8串均   

／′、β     ／員＃クβ ク狐7 突占ク／ J、さわ  よアクク カタ／∫ 銘ヱ¢♂ 人以身  よ7クク 克之〃タク 夕．β‘＃ ～珍タ  J．勿列ク ／／／揖 1テ押 、チタク  ／クク  ゲラ  ≠J  ／午  ／∠／  ／占／  ．乙／せ  掌与くヱ       ／クク  中年  ＃ヱ  ／＃  ′毎  ／：．乙∂  ／∫ブ  タクタ   
（ロ）2者刈の収量（／寄刈危の寛奇聞闇占∫日 一～′牛夕 日間）  

刈】玖珂白  塵収睾  実害  窒琶  塵票凄  戯硬  葉蚤  暮雪  オ喋  金蔓  寮琶  安登    布真骨   

／ヱ胃／㌔  ∠、彦ユ  ＃．タ捏ぎ  j、ノ／〆  タj∂多  ／クク  占ク  タ／％  ♂  ／∂ク  ／クク  ／クク    ／クク  
／クエ  

ヱ＃／   

ノ2．ヱ∫  スクク∂  払須細  ′フグク  ク占∂  ／クク  去年  ≠∫  ／／  ／クタ  ／♂／  牙≠    jガ   

／ヱ．タ∂  ゲふ‘∂  旦クク∂  ′ヱ占ク  ♪ク∂  ／ク∂  占占  ユタ  占  ∠7  ‘♂  占∂  グ宰   
／、 ゲ  概∫♂ク  J、♪‘  ん～グ∂  ダブク  ／クク  ∠∂  エゴ  ／ク  牙ヱ  アる  占／    ユ9／   

′、9  〃、ゲク7  ん7カ  ∠／揖  ∫ノ∫  ／クク  ∠ヱ  ノ占  ／ヱ  占d  占j  ∫¢    ／占く∠   
／．／夕  ∫．ク卯  上、7クク  人んZ∂  ∠‘ヱク  ／クβ  〃占  ．ヱワ  エフ  ♂ク  ．ん7  クク    、∫ク占   

∴ ／β  く‘7∂  よ占の∂  んムわ  gダク  ／クク  ∠車  上之  ／4  g∫  四  ∫倉    ユ∠タ   

／、jラ  タ．♪∂∂  ユノ9β  占ク∂  ∫／ク  ／クク  占占  ／♂  ／占  ダg  しr∂  上g    ／∫デ   

／、ヱβ  タ．タタ∂  ヱ、掌‘ク  占デ∂  クg♂  ′クク  ∠タ  ／g  ＿乙ク  J冨  √占  J♪    J¢＃   
．る、’一乙  〃、¢7∠）  j．ク角ク  ダ占0  g′∂  ／β∂  ‘q  ∠ヱ  ／ク  占占  ‘／  孝占    j∫タ   

ヱ、ん乙  キ｝タd  ふダ句  ／、／＃∂  グbク  ／♂4  ∠よ  上／  ／畠  g、ク  ワ9  す宰    ユ♂／  
ユ牛車  

／／♪  

タ¢7  

J∂占  

針  9√ゲ′～  

ユノク   
／百聯哲  ／クざタ  ‘スチ  上∠∠  ／〃汐  

－／g∠」   



い＝番対」丈還〔∴番刈宿発育歯間／⊥上目・～ ′鳴り卜日間）  

刈鼻＝尋匂  金月又垂  藍 藻  窒膏  柘薬毒  轟  来賓  掌睾  席捲  患夢  薮琶  整骨  葡寮費   

〟、／／  g、宇戸㌔  ＃、gク㌔  よヂ∠㌦  7細字  ′クク  ■′′  四  グ％  ／クク  ／ク∠  ／〝♂  ／クク   
亭、／る  ∠．．占？ク  ′ダ∫∂  ノ、7ナ∂  チタク  ／ββ  ヱ9  ∫‘  ′∫  7グ  率／  ／ヱβ  ノヱヱ   

享、ユ／  9、／√ク  ユ十土∫∂  √∫∫β  ん犯つ  ／クβ  之β  占／  ／ヱ．  ／ガ  〃7  ノg9  ／ダ♂   
ゲ、え∫  

書十  チアく〟ク  
耳均  

／即鳩   

〔三）全期間における収琶（平均収量の僑針）  

刈叔月日  虚脱蜃  東 雲  夏 諺  宿寮費  盆収量  東睾  客 琶  宿賃者   

／番刈  9．占9・  ・－一川・サ タ、ヱタ∂  如∫ヰ才  人叩gダ  ／ク∂  留年   ゲ．え   ／‘ソ   

ヱ魯メり  よ～クク  ヌチタ／  ／タ／ヱ   フラ亘  ／ク∂  ∠ヱ   ス享   ／≠   

3啓刈  グタ√タ  右打徒  、㍍ブ／ク   タグg  ／クク  ♪J   ∫7   ／■∂   

をr  来ぃ㍑／  ／ク．占／占  ／久∠ク∠  員／夕∂  ／ク∂  ゲ㌔   宰夕   ／♪   

／昏刈は発着置≠上目まで収草喧増村し以俸はほ貯同じような〕犬蔵  

であった。収嬰の割合は初功は薬雷が多く、碍・ナ∫％離育でヴュ日ユ又  

降は薫香も塞革もほぼ唱圧㍉須㌢％昌であった、平月しく寮塞が裏革よ  

リヱ祐多かったp粛顛刈取を／クク労ヒした増収軌金持枯葉雪が最も多  

く 

った。ヱ番刈は／各州短ク∫日立頂点として漸増し次牙ド低下し区。  

収量の勧合は疾患が平均∠ヱ％、雲量ヱ〆％・耗棄星が／ダ％モ賓暑  

が約ヱタ％窒畳より孝かった○ ヲ番刈ばヱ番刈宿／スエ日冬弄も薬屋  

虎多＜次財に塞倭・枯密室が増触Lた、初頭の収塁執合牒索孝オ・占％  

やあつため〈以降ヱク％苗l二低下、塞豊が√占～∠タ％ヒ増加し東国僅  

が失われ匹。金胡間lこおける収量は茎常圧伊同じの縛／β〝多モあつ  

た■  

一■ヽ  

く乏う 刈取基察の状態  

（イ）／番刈  

「／♂グー   



l刈貫首首  誓 霞  欝皮  軒   

廉直   

Gク‘   C勿（   α解   α釈  
一乙∂   ＿ヱ／   孝′   ／ヱ   
．之∂   ユ∫   ∠∫   ／g‘   

ヱ∂   ．え∫   雀∫   ／√   
／グ   ．え∂   ヱ占   牛島   ／¢   

ユダ   ヱ∠   ノ√   ダウ   ／∫   
j？   ．∠∂  一∠tr   ＃J’   

／£   ／′  ♪   ∠タ  ユタ   率‘   ／∫   
g   ヱ占   ′乙しぐ   √／   ／タ   

計   ／ク／  ／グ∫  タ占占  ／／し㌻   

平 均   ヱノ   ふ牛   〆√   ／＃   

勘合  孝占   J「タ   ／ク∂   

くロ）ヱ番刈  

刈好日巳  茎最  寮長  ．軒   廣甲   

／ヱ／β  班＿  ＿ヱ7  凸札  C砂t   ／√   ＃ヱ  ／√   

ノ√  ／ヱ   タク  亭ヱ   ／ノ   

一之β  ．え♂   テ∂   ∠・∂   ／占   

ヱ√  ／ス  ／～ヱ  Jゲ   ／／   

わ．  ／．え   ヱ∠   ブ≠   ′／   
／・牛  ′∂   ．え卒  タ享   ／J   

チ   ／ユ   ′己ク  ブス   ／．乙   
／∫   ／／   ノ∂  タ／   ／ヱ   

／g   ／占   ネク  ユ／   ／／   

（ハ）ゴ番刈  

刈取日日   室長  粛最   音十  東 田  ．砲台郵   
蛾   こ．介t   凸れ   CタIく  

＃  ／／  ヲ   ／古  ／β  7 －  占∂   

／／  ／占，   ／   ／、r   ／る   占   7∫   

′′   ヱ／   0   ／∫   ／∫   √   デ∫   
〟  ノ′、「   ∂   ／ク   ／ク   0   ′ク∂   

・書†   ゲ   占／   占∫  上中   チタ∂   

平．均   ／   ／√   ′る   ．占   g∠   

叱 j玖   占   ア享  ／クク  

■   



／番刈の刈奴墓廣の状席は収畢の大都命官占めると怒われる塞常置判   

定したので、あて〉て、成長遷座モはないが終感仁方れぼ里皮が蕉最より長   

く租る。平均廊の割合lま東哀∫タ％茎霞〟占％であった。え粛刈でば頭   

皮が蕃霞より削二約嬉の阜芝であって平均ブ年毎穴ぎカ＼った。ヲ番刈で、   

は要霞ば壕く薬療がチタ％官占めてこい吾∴  

（3）／ク∠L坐り瀕算収虜は次のとおり∈、ある。  

／ク久重り収審  

（バ）／番刈  

刈取巧甘  合収電  賓督  重曹  画報   

t  
′晋   相   相  樽  

／∂、ヱ9           j．∫久「  イク7、f  ／∂7√  〆ヱ√   
／／、∫  ベアえ∫  人／ヱ㌻  ／／ヱ∫  ≠7f   

′′ β  ～．テナク  ／、毎貯  ／、担  、∫ク∂   

平 J匂  j．宰2∋  人β∠ク  ／、ク／メ  タ率グ  ／ロ平尾7  、ケオg  j∫7  j≠乙  ♂せ i   

刈取肖g  金収量  費 量  琶  砧真書  

樽   噂   ダ   尺9  

／ク、卒      ∠占      人占占ク  釣叫   ／／タ    ？  ′g7j’   
！ダフ∂  卒タ∫  Jクg－  

′′ ／ゲ  J．ククク  グf‾ク  g久ク 星」べて  
′′ ′9  lふ7クク  ／／∂β  1′クク  、㌻♂ク  

′／ ノ∠ノ  ユ7クク  P如  ／＃ヱ∫  わ木  ‖  ‖   

（ロ）ヱ番刈  

メリ取持日  金玖届  落遷  著者  フ枯葉睾  

／j．．／ク  人ワク7  ／、ク99  ∫ヱg  g∂  

／l㌻  ＿Zク∫タ  ′J／タ  ＆牙タ  ／テg  

／′  ＿之∂  ネえヱ∫  人タ／∫  gタ∂  ／g∂  

〃  j、ぐ  ′声≦‾∂  人／／．㌻  ろ∠メ∫  ／ダ∂  

〟  タク  人／うJ∂  クわ  ブ／√  ク∫  
／   ゲ  ′）グる  gメ∂  タヱヲ  ユタブ  

′′  9  ／／♂．之  占gブ  ノg∂  ／タ／  

′タ  ′咄  占ク∫  争徳  宰♂∫  
” ／g  ／ゲ／g  ク♂∂  テ♂ぎ  ヱ／β   

ー〆り取胃甘  風味馨；  寮費  墓魯  殖更蔓   

母  
／ ユヲ  gヱg郎  ∫㌔    ／｛‾∂  〃㌔   

．． jg  グgテ  占／古  ／アブ  ／ヂ丘   
＿ヱ、 ヱ  （／／g  占7∫  ．之ゲ∂  j∂テ   

′′ ／プ  ′ヲ7」，  gdタ  Jβと  ヱヱ∫   
′／ ／ワ  ／、ヱ搾  g〟∂  ユ占タ  ′デ∫   

ノノ ブj  タ∂β  ∠紺  ／7テ  ヴふ   
／／ ヱ7  タ7占  、ぐクg  ／．Zβ  ．ヱクg   

J  享  ′♂」∂  グ♂d  ′、r∂  ／dd   

平 均  ′タく∠ゲ  紬  ？ヱg  ／才ラ   

／仁平∫句  J符  ／占P   占ム  クワ   

ケ＼）タ督刈  

刈取珂日  金収蓉  葉書  裏書  枯賓琶   

β字   欠♂   噂 
牛 ／／   

〝  ／る  ′る7く／  ＃∂富  タブg  ⊥中宮   

ッ ．ヱ／  ヱ．ヱgグ  ‘タg  ′テgg  ヱ‘タ   

〟  ヱ∫  タ．ヱグロ  7ヱク  jヱ如  ♪ク〃   

乎．均  ヱ．ヲタグ  ク∠／  ／、ヱ2ざ  肋   

／日平均   ∠ヱ亘  jクラ  ブ、ね  る7  

－／♂グー   



F）倉射凱二おける収濃（平均慮の認勧）  

（4）収量（／ク月上官臆席）   

し1）／番刈収琶（発芽／ク日卒日常脊照闇ア）日～／クタロ閏）学友  

多  メ  ㌧  刈取月日  金収蜃  要倭 巴 よ考∂  要害  柘音量    雲量  揮垣  拡妄丁  勧径  操昔  書骨  布質卓  ■  
／／ ．．ヱ0  ／′4r乙0  4．7gタ  《クgタ  人gみ  ／クク  ろ∠ヱ  タヱ   H ／るl  ／え～  タ／  ／グ7  ヱ∠ク  ／′ ．乙r  れ鋸わ  双ク云ク  よ∠gク  ′タ7（）  ′′汐♂  〃ク  テク  ′∠′ 、  ／／タ  タ／  ／タ∠  ／タブ   

〃  ♪∂  ア、7及f■  承句∫汐  ネタク√  ク‘ク  ／♂ク  ∫2  テ∠  ／ヱ  グ〃  クワ  ／クタ  ／ヲ古・   
／  与∠  g、針徳  〃〆久㌻  弟／∂ク  ′／／∂  ／ク♂  、仁上  ブ占  ／ヱ  ／クヱ  g7  ／／ク  ／∫宅   

〝  9  グ∝7∂  jミタ9占  J．ユタg  ／βタ占  ／∂∂  現ぐ  タク  巨j∫  g‘  ∠≒〈  』㌢  ユ√グ   
／／ ／吉  令／冨ク  供血∂  よ．ク♂∂  ′9gク  ／ク∂  4ク  ヱ9  jヱ  ／♂占  β甘  ／の  J79   

〃 ／ぜ  久アユ∂  《‘げ♂  Jテ仰  ／∫卯  ／ク∂  J－′  ♪∂  ノ9  ク／  ウク  ♂ク  ＿之／／   

ク 」ラ  ス∫タ∂  ゲ．ネ〈∂  ユ、／夕∂  ん之〃ク  ／♂β  団  ヱg  ／占  オフ  g、／  クグ  ／占？   

〃 ヱg  7／、ぐ0  葵ク♂∂  スgクク  ′ラ卵  ／∂ク  虎  j∫  ／デ  gヱ  クよ  ∠7  ／タク   

J  j  ∠、クク∂  え∠クク  バクg♂  ／Jユク  ／ク♂  よ乙  ユダ  ！／9  gク  gg  クラ  ／gg   

”  ／′ユ  易紹ク  ダ、夕わ  人身夕♂  刃加  〟ゆ  d  ユヱ  一之7  ダフ  ♂J  ∠牙  ブヱ／   
′′  ／7  gjβク  東上ク♂  ノ、♂〃♂  上汐ク  ／クク  ．よ‾／  ＿Zヱ  jウ  グ‘  郡  ∠7  クエ／   

ク エ之  ≠．タグク  卓占クク  ／、）わ  J、好ク  ′♂∂  、㌃Z  ／グ  ユタ  牙／  ∠β  d㌻ク  ヱ冒ウ   

〃 エフ  ス三汐ク  克ち省ク  人，之ク∂  j、7クク  ／クク  々ク  ノ占  ㌔ク  才せ・  ∠占  ダム  ♪gク   

∫  ゲ  g．βクク  頁ヱ占ク  ′クク〃  j′‘4b  ／クク  づ虐  ユ．え  メク  ／ク／  g／  ク′  、テグス   
〃   タ  ／クダ〉♪  よ∫ユク  J．9／ク  j．く勿♂  ／ク∂  、よフ／  ノウ  】jj  ／ぶ  ／久ぐ  ′ク∂  ～テ∂   
／／ ／ク  ／ネえ乙ク  、よ、iぎク  史タラク  ヌg′ク  ／クク  〈∠ヱ  タク  ヱg  人㌻3  ／♂占  ／享乙  、ぐテク   

〝 ／グ  ／丘′わ  す脚  

■  
スgPク   

年 率  ユ／クタク  スわク  只占90  テ．タ♂∂  ／クク  J£  ～止  ／g  ユダラ  ／＃J  テdサ  、チタク   

／′  ヂ  ヱ？クク∂  風神ク  ／4／クク  雀ぐ卯  ／′クク  テ／  、仁i  ／7  タ′／  八「グ  古ユユ  ‘タ享   

′／ ノ夏  ユ∠．拗  7、わク  人宝≠クク  ㌔、√♂ク  ／クク  ⊥g  √g  ／卒  ♪クゲ  ／久2  か7ク  ＃デヱ   

〝 ′P  」gノ70  スエテ♂  ／7池  言古¢ク  ／クク  上∠  

卓汁  沙スヤク  ユズ夕虎／  ／ン膚．クゲ〈  ∠／．j7ク  ／クク   

Jj   

／坪均   
l   

ー／タ♂－   



也）r一‾ヱ番刈上於車〔／泰メり額′♂ぎ～／ヱg唱寓）  

ダ  【  多   メ山鹿’日日  金峡魯  貰倭  犀琶l  殖産嚢  lど美  葉音  窒雲  茶葉尊  劇壇  要壕庭雪   廟賓萱  ゲ■、ヂ  田       タ  ／ク〃  ％  ％  9あ  ／♂β  i ∃   突．占占ク  卒クgク  ‘串∠クク  ∧／／ク   ゲj  〃遥  ′ユ   ／♂クⅠ  ／仏ク盲／♂∂   
〝■／ゲ  占．占占‾P  ′9、㌻と〉  夕こ／♂♂  占♂ク  ／ク∂  ユタ  占j  9  占？  紹  捏卜頚  ／′ ／ヂ  ア禅∂  スgタ♂  タ、ク♂ク  g／ク  ／クク  jせ■  ‘〟  ／′  ク7  ‘ソ∫‾  ／♂ウ 7タ   
〝・ヱ9  〃  ユくJ  タノ～0  ．ノノg♂  ∠ノ00  タ∂♪  ／クク  jメ  ∠ク  ／ク  ク占  Jづ  ／冴 g’／  
針  

平二二喝  
／日平均   

い）、金顛闇ヒあける収骨（平均収登の簡軒）  

刈取珂教  ノ仝収昔  革蔓  茎 登  地葉音  金収登  葉音  茎畳皇  帝葉音   

／各州  ／j．j9／  、よ／／g  4、アユえ  J，ゲ√／  ／クd   タ∠   ♪g   よ∂   

．之 ”   ．玖～‘ム  ユガg  七／占草  gg率  ／♂∂   ヱg   ∠ヱ  ／ク   

舎ナ   jク，占∫ウ  ユ裏毛  只♂g∠  沌  ／クク   夕占   《g   ′ム  

／静刈は変寄宿7年8巨より刈攻を俺めくテ目／ブ員）／ク28日ま  

で、は金収尊ぼ増加したがその内賂l二おし＼く甘墓蜃、布東愚か増加して薯  

嘗は戴少した。／クg日す叔簡ばユ用ヱ7白′ダg白まモは棺東畳か堵  

加L墓倭．察琶、金収車夫に減少したD／古ぎ日刈取金収蟄が増力正し憾  

めたが努蛋が茎螢と同車以上の生産で怒っ乍のは／∂テロく夕日j9白）  

まで℡以降は塞登が彦星ド増超していった。  

ヱ番刈は／昏刈宿／クg一）／jg日間そ乾煙が激しかったたあか、変  

「 膏が悪く／回目の率好グ臼刈風までモ銀碍は茎雪が舞熱く磨如して常用  

均価値は吠わ机た○  

茎葉の承徳  

（パ）／替刈  

メIl取持甘  童嵐  常長  告r   蒼巾   
亡れ   e功叱   （〕   ○卿t．  

／ユ 人㌻           ー／β   jづ   ／∠   

ク  エ∂  テク  ．ヱク   の   ／占   

〃 j∫  ／d  ヱ√   ゲβ   ／率   

〝．わ  ／よ、  ヱ∫‾   タβ   ／ヰ   

刈取耶  室長  努最  含†－  賓沌   
e勃   C  

／・率  C朝    ¢き     ．ヱ∂  ．ヱ牛   ′〟   
／′ ク   ／占   ユ／  ヲウ  ／ク   

〝 ／♂  ／′   j∂  夕′   ／／   

／′ ／倉  jク   ／ク  ㌔9  ／タ   

・1／タ／」   



刈取白日  塵長  案最  旦  棄用  ／、 j3  ／ヂ乙  ／き  j9  ／㌢！  ′／  J．タ  ／‘7  ／7  タ（∠  ／／  ユ  ・′乙  ／J  ⊥0  ノブ  ／／   
／′  ／二Z  ∫  よ∂  jβ  ／／1   

′／  ノ7   』  ヱ○  ∠g  ／′   

ユ  jj  ／j  ／ダ  j占  9   
′／  ノ∠ワ  ／∠〉  j∂  ∴十  ／／   

♂  ＃   タ  ／占  ヱ∫  ／′J   

／′  P  ／♂  ／る  ヱ‘  ／∂   

〟  ／≠  ／♂  ／  ＿之▲ぐ  ／＿と  
！  ！  j   

d勿叱  C‘抄L   C叔  仇  CJわ乙  

㌔、′ヂ             ／♂  ／丘   

′′ j≠  ／∂   ／∫‾  ユ∫   

刈取冷B  室長  寮長  計  寛叩  兼愴細                   Jg  ／ノ  ／β           ／ス．－  ／g  ／ノ ヱ9  グ  ／ク  ／タ  ／∠）  ヱ♂  ≠  4  ／ク  ／β  jg  9  タ∂  ノ／ ク  占  ／∫  ＿Z／  g  ク√  ′／ ′∠ノ  ′∫‾  ノ0  JJ  ／／  ／クク  ／′ ／？  乙  ヱク  ユ占  ／∂  ／クク  H H 】平均  タヱク  ケアg  ククg  j9／  テ占ヲ   ／タ  ／グ  ブj  ／．2  ∫二三i  

ゲ／わ  ∫プ甥  ／♂∂   

（ロ）え番刈  

刈耳丈日日  墓長  東艮  針  東甲  ！王－≡ご；F   

4、9   、タ   ／∫   ／タ   占   £∫   
ク ／イ   ♪   ／丘‾   ／g   グ  g∫   

〟 ／9  ∠〉   ′ブ   ／タ   牢  g倉   

〝 ユダ  ∂   ／ろ∠   ／＃   √  gよ－   

〃jグ  ／4   “／   ∫  gゝ丘  

∠   ク／   ク7   ご7  ゲ∂∫  

乎：拶   ／  ／∠′  ／古  ケ  g、／  

クケ♭  タラ  ／ク∂  

／番刈の茎葉の状態は刈取の薄綿の温むl二つ丸く金体ボ小型になっ  

ていった、平喝価の葉長、重責の軌合は常長よタ％室長午／鬼モあっ  

た。ヱ番よりでぼ茎ば厚く小型で夜型ヒなった。  

（3）／ク色当り収ず（瀕欝）  

（1）／番刈  

刈取R甘  ノ全収量  褒章  望号  枯染貴．   
斤字  相   闇  

／′ ／g  ′クg♂  ノ、Aユク  よ夕d一  タグよ   

” Jタ  ／、♂Pg  ／ク占∫  占うタ  タ∂○   

／′  コ倉  人ガg  スク♂ク  ゲ古つ  タテg   

コ  コ  人久之√  ㌢クク  在P∫  テク∂   

〟 ／え  j／／去  ′クgg  ¢息g  

【＿＿W」   ／ ／5  

刈］耽日日  倉収卓  葉葦  茎蔓  柏賓曹   

樽   K多   昭  ／く■  

／ヱ．／d■           ヱ／7′  ′タ／g  ∠フg  ノクg   

〝 ．之ク  べβ∠占  ／／ヂる  ′／グ占  ≠7享   

／′ ∠∫  ノ．種子  人．Z♂ク  戸上ぴ  タグ   

〝 テβ  人？牢？  人♂′J  乙9享  よ享   

′′   タ  ／、才∠ガ  ♂＃グ  （昆ク  亭  
／ ゲ  よjj宰  ′／√／  クグ忘  プアg  

ーーノブ～→   



（p）ノ乙番刈  

メ】j取持日  創妄首丁  寮費  重量  枯棄尊   

4、9  J一夕／よ  ′∂ヱ∂  ／／／β  Jクク   
ノ′ ／∠ノ  ′占∠j  ダガg  ／βノ∫  ／∫‾∂   

〃 ／9  ′ダ∠ク  ★士∫  ／㌧るクク  ＿．上∂ノ   

〝  ヱ∠／  J．タ∂g  よ¢、r  ′√テg  ヱヱオ   

〝  j9  j、ヱ／∫  ＃／J  力㍗症■  ・ユノオ   

竜十   ／∂、牢∫9  ノ、丸Z≠  占‘¢せ∠  人βクゲ   

平均  J．クタス  、ぐgせ  ′jク／  ヱ／乙   

／日平均  字グg  ／タグ  夕♂g   計′   

い）金細岡仁おける収量（平均化の術計）  

メり取閂巳  塵収貴  富 者  羞翌  椅来世   

／番刈  よク7タ  ′ヱgク  人／g（）  占／J   

え ヶ   よ、∂声∠■－  よg√  八ユタ／  j／∠   

針   dノよ㌻  ／ぞ∠∫  J．47／   gユダ  
、／）   

u－）収 琶（／♂碍／■才日線種）  

（イ〉／番刈〔発芽／ク月jタ8発育劇筍／ユ∠日～／ファ日間ゲ読）  

ーー／矢7一   



片グ■  

一 

市議目R  ノ全収量  葉量  雲量  梓実習  画  寮葦  茎琶    剣嘩  東号  恒琶  満薬草  臼 一之、ヱつ    J7テク   瑠 ユJ2∂  J乎 ♂′ク  木g 仰♪  ／クク  占g  J2  ／ク  ／クク  ′クク  ／ク♂  ／クJフ  ♪． と  J．わク  J，～クク  占クク  ∠〃ク  ／ク♂  ∠占  ／7  ′7  194  チ／  7タ  ′㌻∂  ／／ ／ク  〃．‘テ∂  ＿～官♂∂  人／／ク  アヱβ  ／‘ガ  ‘0  J¢  ／る  ／ユダ  ／／／  ／タフ  ／g∂  ／／ ／、ぐ  グ謝  タ．ダ∂d  ふ封止  人4仏∂  ／♂ク  よえ  ヱ？  ／タ  Jqヱ  ／∫ま‾  jクヱ  タ∠β  〟  ＿ヱク  ∴十／√  くく／／∂  員∂ク∂  人gクク  ／ク少  ∠／‘  よ夕  ユク  ょけ  ／占  〉ク∂  率∈‾0  〟  コ、仁  貧タ／β  タノ′ク  J．朗p  人gクク  ／ク∂  享年  タ′7  ／ヂ  ユJコ  ／占タ  タタフ  享∫■β  ′′ ♪ク  ク、7J〉ク  ∠スタク∂  く㌫〃♂ク  ／、タ∂ク  ／♂∂  卒／  ダフ  ／ノえ  Jgク  ／ク＃  ム／7  チエぐ  4∠、、ぐ  ′ん～ノ∫や  ■久、わク  占、／∫ク  人わク  ／ク∂  タフ  d㌻／  ／」ヱ  よ乙占  ′7ク  クgマ  ’タフ丘  ノ′／ク 計 巨匠均・ ／日隕均  ノ＃ノダ∂ クダ、ク甜 g・、〉∂ア 人クきP  〃㌔ク¢ ガ購わ J．ク／古 ククg  スノ♂β 上戸押 ブ．jg占 占gク  ユノタ∂ ／人ワ∫ク 人音ク∂ ヱク4  ／ク∂ ／クク  旧 旧  古ソ ろ（ク  ／丘・ ／∫  ；曾∂ ヱ2タ  ／タク ／ダウ  gg9 仰∠  くぐ¢g タユ∠  

発育鶴間l宗／え∠白から／77日闇で刈取りの進むに従って収量唱   

増加したボブ甘テク日放簡蛮習が急激lニ増加してレ＼っ声。  

（正〉 刈取廣凛の状患  

刈取書B  棄 霞  竜馬  専†   蜜 巾  ＝縫合軸   

凸■升t  8′塊  

ヱ′、エフ   ／ヱ  率   ／占   

♪、 d   9   占   ／∫   

′／ ／ク  ／／   占   ／ク   ム  

′ ／∫  ／／   g   ／ヂ   ク   

〃 ヱ．D  ／／   β   ／グ   7   ′0  

〃 ＿Z∫  ′／   g   ／ク   ダ   ノg   

〝 頸  ／∂   g   ／g   g   ユ∂   
卒 古  ノd   ／ク   J．∫   タ   テt㌻   

．′ ／ク   ／古   g   ユタ   ．■・ユ．7一㌻ ク、ぐ   

華コ喝  ／j   ク   ／デ   ウ   ♪え  

ユ目ユ・7日刈取の窒棄は兼良の比率武よか・つた水、冴方の車乗は地車   

仔悪く電 

レ＼）／ク凰登り・収雇〔胡算）  

刈取河8  金収量  棄 尊  墓琶  荷票琶   

ユ．一ク  チタ♪   ∠テク  ヱ∂ブ   ／ク∂   

㌔． 古   オフ√  、印∫  ／ど‾ク   ／如   

”  ／ク  ′′ポ  ク♂ク  ユタ∂  ／gク   

－－／タ〃」   



〆り飲讃8  金炊蜃  東 嶺  室薗  枯葉層   

ブ、／′と  ／、gg占  タフJ  ∫－h′  タ占凸   

〃 ．え∂  J′jjg  ／∂ヱ冒   7、ぐ∂  ゲ㌻∂   

〃 ぶ  J．♪心  ／、ら～g  g％‾  タ㌻∂   

〝 ㌔∂  j．占符  人／／ク  ／、jね  クエよ   

＃、 古  タ．βテg  人／ユよ  ∠∫テg  タ7∫   

／′ ／ク  よふ¢g  ／j∂ク  ／gク∂  、ぐ¢g   

討   ／g．∠舛  え昆／  プチグ∫  j．タブg  

乎二二均  

／巨平地   年夕√   ／7ヱ   占9   

1  

俺 ．搭   

載削＼弦莱の9月／巨∴ 

の小砿棄の収ぜ爾蜜を街った。   

9月／白轟の収雲lまテ番刈ま石狩い、総新中仰ぞモ衡ユタ声㌢、尊貴ヒ要  

望の洗車ば葉倭＃タ％塞琶¢＃焉で枯葉葦は／ヲ％下あり、／ク∠え・当り額屠   

で金収垂・占、／♂占〝多・穿痘ふ占㌻¢付き重量ヱ・占7ク〝ぎ猫葉量7gヱ尺多   

であった○   

／ク月ヱ日商の呵責はj番刈までl好い鶴計鶴ヱ／打算千葉琶と窒登の比率   

ば質量♪る％墓琶タg％瀬音置／占夕忘で／ク吼孝り項貰武／＝丹悸 て相場   

ば乗倭／し飢‖㍉打算∃舅夢ユ砧7／〝風相葉畳gJヂ付斧で・あつ七。   

／ク日／g日蒔ば／魯刈のみで金収畢紆g〆ぎで内案尊か約夕尺許墓憂ボ   

ブ片針祐乗琶が／．六多であったD  

1ノク月／g日専及び之替刈＼・テ番刈順襖の七めか冤青線悉く、帝睾／♂   

冒／β目盛ば発育も悉く早くから薗琶五郎め恵倉な玖雲ではな掛っ七。   

／番刈、え肴刈、タ番刈賽に半日の上旬まで、そ†＝又俸は墓琶の癒加が致   
しく細断簡与する仁は皮膚で仔なし＼。  

「／好一   


